
6

インド Diagnostic Center（検査センター）の状況(1/2)

インド／健康診断／2.医療・公衆衛生>治療方法・体制／3.政策・制度>保健に関する制度・行政体制

Diagnostic Center（検査センター）とは、患者の検体検査のみを行う医療施設である。インドには小規模な病院

やクリニックが数多く存在するが、これらの施設は検体検査を行う設備を持っていないことが多い。そのためこのよ

うな医療施設で検体検査が必要になった場合、患者は外部の検査センターで検体検査を受診し、検査結果を医療施設

に持参する流れとなる。現地医療機関従事者の話によると、現在インドには約9,000カ所の検査センターが存在する

と言われており、その内の1割をチェーン展開している大型検査センターが占め、残り9割は中小規模・個人経営のセ

ンターが占めている。

通常の検査センターでは血液検査及び尿検査が実施され、その日中（数時間後）もしくは数日後に検査結果を紙や

ウェブ等で確認することができる。非常に低単価で複数の検査項目がパッケージで提供されているが、日本の医療施

設と比べると衛生環境は非常に乏しく、サービスレベルも低いと見受けられる。また、検査センターでは詳細な診断

が行われず、検査結果も各検査項目の測定数値と基準値が記載されているのみである（図表15参照）。利用者は、検

査結果を見ただけでは測定数値がどのような意味を持つのか、そしてどのように数値を改善することができるのかは

わからないため、利用者の健康改善や生活習慣病の予防に直接つなげることは難しいと考えられる。

出所）H27年度・ケアプロ株式会社「インド国における日本式簡易検査サービス及び簡易検査機器のプロモーション拠点化事業報告書」 p.13
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インド Diagnostic Center（検査センター）の状況(2/2)

インド／健康診断／2.医療・公衆衛生>治療方法・体制／3.政策・制度>保健に関する制度・行政体制

出所）H27年度・ケアプロ株式会社「インド国における日本式簡易検査サービス及び簡易検査機器のプロモーション拠点化事業報告書」 p.14


